
  第５０号 ２０１０．１．１４～   

センター試験直前  どんな心構えで臨むか？ 

★ 問題傾向が変わっても、あせらない。→ 戸惑うのは、自分ひとりではない！！！！ 

 新傾向の問題や、難問が出たときは、必ず平均点が下がります。昨年度、第 6 問に段落のグループ分け

が出題され、平均点が 10 点も下がりました。気持ちの乱れは当然ですが、受験生皆が、同じように戸惑っ

たはずです。大切なのは、平常心。点数が伸びなかった場合でも、次の教科に響かないように、すばやく気

持ちを切り替えましょう。                        段落のグループ分けが出たので、低い正答率 

年度 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年  

平均点 110.7 109.7 126.8 130.1 116.2 127.5 131.1 125.3 115.0 

第 1 問 60％ 63％ 69％ 73％ 83％ 73％ 60％ 83％ 68％ 

第 2 問 68％ 48％ 56％ 64％ 56％ 69％ 65％ 69％ 51％ 

第 3 問 55％ 51％ 52％ 62％ 54％ 63％ 66％ 61％ 72％ 

第 4 問 60％ 59％ 76％ 73％ 55％ 78％ 76％ 69％ 68％ 

第 5 問 71％ 68％ 70％ 69％ 73％ 77％ 75％ 82％ 69％ 

 

 

正答率 

 

第 6 問 51％ 65％ 76％ 72％ 70％ 65％ 80％ 62％ 59％ 

★ 第 2 問・第 3 問は正答率が低い。第４・５・６問でしっかり得点するほうがトータルの点数は上がる。 

 文法・語法問題に時間をかけすぎない。分からなければどんどん飛ばし、時間を節約して、第４・５・６問に

時間をかけましょう。 

★ 今宮生徒の特に正答率の低い箇所は、語句整序----○超狙われる語句整序のポイント 

１．do you think の挿入 ･･･ 疑問詞の直後の do you think を飛ばして読む。 

 Where do you think Tom lives? トムはどこに住んでいると思いますか。 

2．not の位置 ・・・ not は to 不定詞・動名詞・分詞の前に置く。 

 She hurried in order not to miss the last train. 彼女は最終列車に乗り遅れないように急いだ。 

3．後置修飾 ･･･ 2 語以上のかたまりは後ろに置く。 

 a baby sleeping in the bed 

4．付帯状況の with ・・・ with ＋ 名詞 ＋ 分詞・形容詞・前置詞句 

 She sat with her eyes closed.       He stood there with his hands in his pockets. 

5. so/ as/ too ＋ 形容詞＋冠詞＋名詞 

 such a fine day → so fine a day 

6. it の重要構文 

 It is hard for me to solve it.         It matters little whether he agrees with us. 

 He found it impossible to do it.       It is Peter that is wrong.（強調構文） 

 It is natural that she (should) say so.  Who was it that told you she was coming? （強調構文） 

7．比較級を用いた表現 

Nothing as ～ as , the＋比較級, the＋比較級、  倍数のあらわし方（one third as ～as など） 

The population of China is far larger than that of Japan.. 中国の人口は日本の人口よりはるかに多い。 

8． 第 5 文型の動詞 ・・・ 知覚動詞・使役動詞・keep, leave, など 

  The internet keeps us informed of what is happening in the world. ネットのお蔭でいつでも世界の情報が分かる。 

 

 

 頑張ってね― 

 


